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九重森林公園スキー場

　九重森林公園スキー場は、広さ約10haのゲレンデに、総延長2,500ｍの５つのスキー

コースとスノーボード用のボードパークを有している。

　1996年（平成８年）12月にオープンした九州では最大のスキー場である。

　また、大分県内では、唯一のスキー場であり、ゲレンデからは、九重連山や

阿蘇山の眺望が楽しめる。

　４月から11月の期間は、九重森林公園として営業しており、5月には、シャ

クナゲ、６月には、ミヤマキリシマ等の花々が咲き誇る。
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○全国法人会総連合の会長表彰

　（永年勤続役員功労者）

　副 会 長　 吉 武  勝 広氏

○日田玖珠法人会の会長表彰

　（退任役員特別功労者）

　前副会長　 森　　昌 哉氏

　

　（会員増強功労者）

　役　　員　　５名

　受託会社　　２社

功労者表彰

　
︵
公
社
︶
日
田
玖
珠
法
人
会
・

第
28
回
定
時
総
会
は
、
去
る
５
月

31
日
午
後
３
時
か
ら
マ
リ
エ
ー
ル

オ
ー
ク
パ
イ
ン
に
お
い
て
、
嵩
原

日
田
税
務
署
長
、
吉
冨
大
分
県
日

田
県
税
事
務
所
長
ほ
か
、
多
数
の

ご
来
賓
を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
功
労
者
表
彰
の
紹
介
及
び
来
賓

祝
辞
の
あ
と
、
議
事
で
は
平
成
27

年
度
事
業
・
平
成
28
年
度
事
業
計

画
及
び
予
算
の
報
告
の
後
、
審
議

事
項
の
平
成
27
年
度
決
算
︵
財
務

諸
表
︶
及
び
役
員
の
選
任
の
件
に

つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
、
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
会
後
の
記
念
講
演
会

で
は
、
医
学
博
士
で
、
福
岡
大
学

名
誉
教
授
の
今
永 

一
成 

氏
が
、

﹁
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
中
濱

︵
ジ
ョ
ン
︶
万
次
郎
の
精
神
﹂
と

題
し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

平成28年度

功労者表彰

会長挨拶

定時総会定時総会

記念講演会記念講演会
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法
人
会
全
国
大
会
が
、
平
成
28
年
10
月
20
日
︵
木
︶
、
長
崎
市
の

長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
全
国
か
ら
約
一
八
〇
〇
人
が
集

ま
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
一
部
は
、
長
崎
総
合
科
学
大
学
教

授
、
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
バ
ー
ク
ガ
フ
ニ
氏
が
、﹁
地
方
が
生
き
残
る
た

め
に 

〜
長
崎 

　

そ
の
歴
史 
　

そ
の
魅
力 

　

そ
の
未
来
〜
﹂
を
テ
ー
マ
に

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
大
会
式
典
は
、
迫
田
国
税
庁
長
官
・
中
村
長
崎
県
知
事

を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
会
員
増
強
・
研
修
参
加
率

向
上
・
福
利
厚
生
制
度
推
進
の
三
部
門
の
表
彰
、
税
制
委
員
長
に
よ

る
税
制
改
正
の
提
言
の
報
告
、
昨
年
の
﹁
青
年
の
集
い
﹂
に
お
い
て
、

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
青
年
部
会
に
よ
る
租
税
教
育
活
動
の
発
表
も

あ
り
、
最
後
に
、
大
会
宣
言
を
採
択
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
部
門
ご
と
の
表
彰
の
中
で
は
、
私
ど
も
、
︵
公
社
︶
日
田
玖
珠
法

人
会
が
福
利
厚
生
制
度
推
進
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、
新
公
益
法
人
等
へ
の
移
行

を
契
機
に
、
昨
年
、
新
た
な
理
念
を
制
定
し
、「
税

の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
経
営
者
の
団
体
」
と

し
て
、「
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
等
、
税
を
中

心
と
す
る
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
引
き
続
き
広

く
社
会
へ
貢
献
し
て
い
く
と
し
た
。

　

現
在
、
わ
が
国
経
済
は
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド
に
足

踏
み
が
見
ら
れ
、
こ
の
と
こ
ろ
一
部
に
弱
さ
も
見
ら

れ
る
も
の
の
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
る
。

一
方
、
海
外
に
お
い
て
は
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る

ア
ジ
ア
新
興
国
や
資
源
国
等
の
景
気
の
下
振
れ
、
英

国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
問
題
な
ど
が
あ
り
、
先
行
き
に
不
透

明
感
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
中
心
的
役
割

を
果
た
し
て
き
た
金
融
政
策
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
始

め
て
お
り
、
デ
フ
レ
か
ら
完
全
に
脱
却
す
る
た
め
に

は
、
抜
本
的
な
規
制
改
革
の
実
施
な
ど
成
長
力
の
確

保
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
が
必
要
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
国
家
的
課
題
で
あ
る
財
政
健
全
化
に
つ

い
て
は
、
消
費
税
の
税
率
引
き
上
げ
が
再
延
期
さ
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
歳
出
・
歳
入
一
体
に
よ
る
強
固

な
改
革
工
程
を
改
め
て
策
定
し
、
明
確
な
道
筋
を
示

す
必
要
が
あ
る
。

　

法
人
会
は
、
こ
れ
ま
で
法
人
実
効
税
率
の
引
き
下

げ
を
提
言
し
て
き
た
が
、
平
成
28
年
度
税
制
改
正
に

よ
り
「
法
人
実
効
税
率
20
％
台
」
が
実
現
し
、
大
き

な
前
進
が
図
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
真
の
経
済
再
生
の
た
め
に
は
、
地
域
経
済

と
雇
用
を
担
う
中
小
企
業
の
力
強
い
成
長
を
促
す
税

制
の
確
立
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
法
人
会
は
、「
中
小
企
業
の
活
性
化
に

資
す
る
税
制
」、「
本
格
的
な
事
業
承
継
税
制
の
創
設
」

等
を
中
心
と
す
る
「
平
成
29
年
度
税
制
改
正
に
関
す

る
提
言
」
の
実
現
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

創
設
以
来
、
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
き
た
法

人
会
は
、
こ
こ
長
崎
の
地
で
全
国
の
会
員
企
業
の
総

意
と
し
て
、
以
上
宣
言
す
る
。

　
　

平
成
28
年
10
月
20
日

　
　
　
　
　
　
　

全
国
法
人
会
総
連
合
全
国
大
会

大 

会 

宣 

言

〇経済の再生と財政健全化を目指し、
　歳出・歳入の一体的改革を！

〇適正な負担と給付の重点化・効率化で、
　持続可能な社会保障制度の確立を！

〇中小企業の重要性を認識し、
　活性化に資する税制措置の拡充を！

〇中小企業にとって事業継承は重要な課題。
　本格的な事業継承税制の創設を！

税制改正提言 パネルディスカッション

平成29年度 税制改正スローガン
第
33
回「
法
人
会
全
国
大
会
」長
崎
で
開
催

第
33
回「
法
人
会
全
国
大
会
」長
崎
で
開
催
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署 長
総 務 課 長
総 務 係 長
管理運営・徴収統括官
個人１統括官
個人２統括官
法 人 統 括 官

水上 秀之
服部 裕昭
田崎 欽也
西田 拓也
志水　 浩
小野光一郎
甲斐 重清

熊本国税局 厚生課課長
臼杵税務署 総務課課長

（留任）
熊本西税務署 徴収第１部門 上席徴収官

（留任）
熊本国税局 総務課総務第３係 係長
宮崎税務署 法人課税第６部門 統括調査官

氏　　名 旧　役　職

転　　　　入 転　　　　出

氏　　名 新　役　職

嵩原 安伸
穴井 宏典

久保 哲男

藤澤 美幸
豊田 憲昭

熊本国税局 資産税課課長
玉名税務署 総務課課長

中津税務署 管理運営・徴収部門 統括徴収官

熊本国税局 税務相談官
熊本西税務署 法人課税第２部門 統括調査官

（
平
成
28
年
７
月
10
日
付
）

税
務
署

　
異
動
の
お
知
ら
せ

区分

役職名

日田税務署長
水上  秀之

　

本
年
７
月
の
定
期
人
事
異
動
で
日
田
税

務
署
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
水
上
で
す
。

　

私
自
身
、
日
田
税
務
署
勤
務
は
２
度
目

で
、﹁
水
郷
﹂﹁
天
領
﹂﹁
小
京
都
﹂
な
ど

様
々
な
歴
史
と
文
化
に
あ
ふ
れ
た
こ
の
地

に
お
い
て
再
び
勤
務
で
き
る
こ
と
を
大
変

光
栄
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
今
年
4
月
に
熊
本
か
ら
大
分
県

に
か
け
て
発
生
し
ま
し
た
地
震
に
よ
り
、

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
方
に
は
心
よ
り

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
公
益
社
団
法
人
日
田
玖
珠
法
人

会
の
皆
様
方
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
税
務
行

政
全
般
に
わ
た
り
ま
し
て
、
深
い
御
理
解

と
格
別
の
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
の
理
念

の
下
に
税
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
税
知
識
の
普
及
や
納
税
道
義
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
研
修
会
等
の
啓
発
活
動
を
展

開
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
社
会
福
祉
事
業

へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催
、
小
学
校
新
入
生
に

対
す
る
防
犯
ベ
ル
の
寄
贈
を
行
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
特
に
、
青
年
部
会
・
女
性
部
会

が
中
心
と
な
り
租
税
教
室
、
小
学
生
を
対

象
と
し
た
﹁
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
﹂
の
募
集
な
ど
の
租
税
教
育
活

動
、
地
域
に
密
着
し
た
社
会
貢
献
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、
角
会
長

を
は
じ
め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
の

多
大
な
御
尽
力
に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
法
人
会
で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
、
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用

し
た
﹁
企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

向
上
の
た
め
の
取
組
﹂
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
税
庁
の
使
命
で
あ
る
﹁
納
税
者
の

自
発
的
な
納
税
義
務
を
適
正
か
つ
円
滑
に

実
現
す
る
﹂
事
に
繋
が
る
も
の
で
あ
り
、

国
税
庁
と
し
て
も
積
極
的
に
後
援
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
様
御
承
知
の
と
お
り
、

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、
い
わ
ゆ
る

﹁
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
﹂
が
導
入
さ
れ
、

今
年
の
１
月
か
ら
申
告
書
や
法
定
調
書
等

の
税
務
関
係
書
類
に
も
、
番
号
を
記
載
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
来
年
1

月
か
ら
は
、
各
種
申
告
書
や
法
定
調
書
へ

の
個
人
番
号
及
び
法
人
番
号
の
記
載
が
本

格
化
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
円
滑
な
定
着
に
向
け
て
、

積
極
的
に
周
知
・
広
報
を
実
施
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム

︵
ｅ
ー

Ｔ
ａ
ｘ
︶
の
利
用
推
進
に
関
し
ま

し
て
は
、
従
来
か
ら
皆
様
よ
り
御
理
解
と

御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
引
き
続

き
、
e
ー

T
a
x
で
の
申
告
及
び
ダ
イ
レ

ク
ト
納
付
の
利
用
普
及
に
更
な
る
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
公
益
社
団
法

人
日
田
玖
珠
法
人
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発

展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
御
健
勝
、
会
員

企
業
の
一
層
の
御
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん
マイナンバーキャラクター

マイナちゃん



第29号 2016年12月１日5

大
分
県
知
事
賞

　
み
ん
な
が
必
要
な
も
の

　
　
三
隈
中
学
校　
３
年　

髙
橋　

大
智

第
50
回
　
中
学
生
の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

入
賞
者
紹
介
︵
敬
称
略
︶

大
分
県
知
事
賞
　

　

三
隈
中
学
校　
　

3
年　

髙
橋　

大
智

日
田
税
務
署
長
賞

　

三
隈
中
学
校　
　

3
年　

岩
下
野
乃
花

　

玖
珠
中
学
校　
　

3
年　

帆
足　

真
尋

日
田
玖
珠
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
　
会
長
賞

　

北
部
中
学
校　
　

3
年　

山
下　

仁

　

大
山
中
学
校　
　

3
年　

矢
羽
田
喬
介

日
田
玖
珠
地
区
税
務
連
絡
協
議
会
　
会
長
賞

　

三
隈
中
学
校　
　

3
年　

竹
藤　

龍
祐

　

三
隈
中
学
校　
　

3
年　

宮
﨑　

椋
子

　

東
有
田
中
学
校　

3
年　

横
山　

萌

　

玖
珠
中
学
校　
　

3
年　

衛
藤　

史
弥

　

北
山
田
中
学
校　

3
年　

梅
木
菜
々
子

日
田
玖
珠
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会
　
会
長
賞

　

三
隈
中
学
校　
　

３
年　

木
下　

華
凛

　

前
津
江
中
学
校　

3
年　

佐
藤　

彩
可

　

北
山
田
中
学
校　

3
年　

秋
好　

正
平

　
私
に
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
伯
父
が
い
ま

す
。
イ
ギ
リ
ス
は
消
費
税
が
二
十
パ
ー
セ

ン
ト
課
せ
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
初
め
て

聞
い
た
と
き
は
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
し
て
気
に
な
っ
た
の
で
、
生
活
は
大
変

で
は
な
い
か
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

　
す
る
と
彼
は
、
こ
う
答
え
ま
し
た
。

﹁
僕
た
ち
は
ト
マ
ト
を
買
う
と
き
、
そ
れ

が
必
要
だ
か
ら
お
金
を
払
っ
て
買
う
よ

ね
。
そ
れ
と
同
じ
で
、
み
ん
な
が
必
要
な

も
の
を
買
う
た
め
に
、
皆
で
お
金
を
出
す

ん
だ
よ
﹂

イ
ギ
リ
ス
の
税
率
は
高
い
も
の
で
す
が
、

イ
ギ
リ
ス
人
に
は
、
日
本
人
の
よ
う
に
税

に
対
す
る
抵
抗
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
伯
父
は
、
﹁
万
が
一
、
車
に
衝
突
し

て
川
に
財
布
を
落
と
し
て
も
、
病
院
に
行

け
る
か
ら
安
心
さ
﹂
と
笑
い
を
交
え
て
言

っ
て
い
ま
し
た
。

　
私
は
、
皆
に
必
要
な
も
の
だ
か
ら
、
皆

で
お
金
を
出
す
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
大
き

な
同
意
を
感
じ
ま
す
。

　
そ
し
て
、
社
会
の
授
業
で
、
税
は
収
入

の
多
い
人
や
少
な
い
人
な
ど
を
考
慮
さ
れ

て
、
で
き
る
だ
け
平
等
に
、
皆
が
払
う
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
日
の

よ
う
に
私
達
に
勉
強
を
教
え
て
く
れ
る
先

生
や
、
私
達
の
安
全
を
守
っ
て
く
れ
る
警

察
官
や
消
防
士
の
方
々
は
、
私
達
が
税
を

払
わ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
私

達
が
当
た
り
ま
え
に
使
っ
て
い
る
道
路

は
、
税
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
を
使
っ
た
こ
と
が
な
い
人
は
い
な
い

と
思
い
ま
す
。
私
達
全
員
が
使
っ
て
い
る

も
の
の
代
金
と
し
て
、
私
達
全
員
の
た
め

に
働
い
て
く
れ
る
人
へ
の
給
料
と
し
て
、

私
達
全
員
で
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
す
。

　
で
は
な
ぜ
、
私
達
日
本
人
は
、
税
率
を

引
き
上
げ
る
こ
と
に
対
し
て
、
嫌
悪
感
を

抱
い
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。

　
イ
ギ
リ
ス
人
と
日
本
人
の
違
い
は
、
自

分
が
税
を
払
っ
た
だ
け
の
恩
恵
を
、
感
じ

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
だ
と
思

い
ま
す
。
私
の
伯
父
は
、
私
が
税
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
、
受
け
た
恩
恵
を
話
し
、
だ

か
ら
、
高
く
な
ん
か
な
い
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
日
本
人
の
考
え
方
は
、
少
し
特
徴

的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
イ

ギ
リ
ス
人
の
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
は
難

し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
私
達

中
学
生
は
一
日
で
税
の
恩
恵
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
教
育
で
す
。

　
税
に
よ
っ
て
、
便
利
な
社
会
が
創
り
上

げ
ら
れ
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
を
見
れ
ば
、
火

を
見
る
よ
り
明
ら
か
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
便
利
な
社
会
を
つ
く
る
に
は
税
の
恩
恵

を
感
じ
さ
せ
る
教
育
が
必
要
で
す
。
私
は

社
会
が
も
っ
と
便
利
に
な
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。
今
ま
で
通
り
、
全
員
で
、
で
き
る

だ
け
平
等
に
税
を
払
う
な
ら
、
構
い
ま
せ

ん
。
税
は
、
私
達
全
員
の
た
め
に
、
必
用

な
の
で
す
か
ら
。

　
納
税
貯
蓄
組
合
と
国
税
庁
は
、
︵
財
︶
日
本
税
務
協
会
、
︵
財
︶
大
蔵
財
務
協
会
及
び

日
本
税
理
士
会
連
合
会
の
後
援
を
得
て
、
毎
年
中
学
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
﹁
税
に
つ
い

て
の
作
文
﹂
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
も
た
く
さ
ん
の
応
募
が
あ
り
、
日
田
玖
珠
管
内
で
は
、
７
校
、
２
８
１
編
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
優
秀
作
品
１
編
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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